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50cc 以下の原動機付自転車・
50cc 超125cc以下の自動二輪車

自転車

利用する方 一般 学生

市内

市外

月　額
年一括
月　額
年一括

1,600 円
17,600 円
3,000 円
33,000 円

750 円
8,250 円
1,000 円
11,000 円

利用する方 一般

種別

種別 学生

市内

市外

月　額
年一括
月　額
年一括

1,200 円
13,200 円
2,000 円
22,000 円

500 円
5,500 円
750 円
8,250 円

道路に出る前にトラクター等についた泥や土を落としましょう。　　農業振興課農政班　☎（７０）０３４５

第
50
回
大
網
白
里
市

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

３
位
＝
中
村
　
圭
（
太
東
小
）

▼
小
学
４
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
原
　
海
大
（
第
二
葛
西
小
）

２
位
＝
荒
内
　
駿
（
大
網
小
）

３
位
＝
髙
橋
　
蓮
（
千
種
小
）

▼
小
学
５
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
末
武
　
空
（
石
塚
小
）

２
位
＝
松
下
　
昴
（
大
網
小
）

３
位
＝
井
上
　
祐
（
あ
す
み
が
丘
小
）

▼
小
学
６
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
東
條
　
啄
之
（
長
浦
小
）

２
位
＝
望
月
　
奏
太
朗
（
四
和
小
）

３
位
＝
谷
　
光
翔
（
城
西
小
）

▼
中
学
生
の
部
﹇
3.
0
km
﹈

１
位
＝
秋
葉
　
孝
揮
（
大
網
中
）

２
位
＝
髙
橋
　
悠
翔
（
五
井
中
）

３
位
＝
川
瀬
　
陽
也（
お
ゆ
み
野
南
中
）

▼
高
校
・
一
般
の
部
﹇
5.
0
km
﹈

１
位
＝
大
竹
　
優
之
心
（
市
立
船

　
１
月
18
日
、
増
穂
北
小
学
校
を

発
着
点
と
し
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら

６
５
５
人
の
選
手
た
ち
が
参
加
。

沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
て
力
走

し
、
日
ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

〈
男
子
〉

▼
小
学
１
年
生
の
部
﹇
1.
0
km
﹈

１
位
＝
鈴
木
　
源
（
大
網
東
小
）

２
位
＝
西
郷
　
颯
（
瑞
穂
小
）

３
位
＝
永
田
　
悠
玖
（
増
穂
北
小
）

▼
小
学
２
年
生
の
部
﹇
1.
0
km
﹈

１
位
＝
能
勢
　
陽
羽（
季
美
の
森
小
）

２
位
＝
前
之
園
　
蓮
（
大
網
小
）

３
位
＝
奥
村
　
太
智
（
土
気
南
小
）

▼
小
学
３
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
篠
田
　
柊
弥
（
西
小
）　

２
位
＝
魚
地
　
優
之
介
（
古
沢
小
）

橋
高
・
大
網
白
里
市
）

２
位
＝
大
島
　
大
空
（
市
立
船
橋

高
・
千
葉
市
）

３
位
＝
花
澤
　
通
孝
（
一
般
・
千

葉
市
）

▼
40
歳
以
上
の
部
﹇
3.
0
km
﹈

１
位
＝
花
澤
　
通
孝
（
千
葉
市
）

※
大
会
新
３
連
覇
。

２
位
＝
北
田
　
章
人
（
山
武
市
）

３
位
＝
白
鳥
　
智
洋
（
東
金
市
）

▼
50
歳
以
上
の
部
﹇
3.
0
km
﹈

１
位
＝
福
島
　
努
（
佐
倉
市
）

※
大
会
新
。

２
位
＝
飯
髙
　
信
一（
大
網
白
里
市
）

３
位
＝
髙
村
　
政
紀
（
市
原
市
）

▼
65
歳
以
上
の
部
﹇
3.
0
km
﹈

１
位
＝
佐
藤
　
修
（
茂
原
市
）

※
４
連
覇
。

２
位
＝
上
園
　
忠
則
（
長
生
村
）

３
位
＝
椿
　
謙
一
郎
（
長
生
村
）

〈
女
子
〉

▼
小
学
１
年
生
の
部
﹇
1.
0
km
﹈

１
位
＝
葛
岡
　
実
咲
（
瑞
穂
小
）

問

　健康維持と体力向上を図るため、あな
たもスポーツ教室に参加してみませんか。
▶申込方法＝申込書を提出
▶申込書配布場所＝大網白里アリーナ

申 問

申 問
教室名 場　所 対　象 講師名講習日・時間

柔　　　 道

剣　　　 道

卓　　　 球

弓　　　 道

バレーボール

スロー
エアロビック

バドミントン

市柔剣道場

大網白里アリーナ
サブアリーナ

市弓道場

大網白里アリーナ
サブアリーナ

第２・４㈰
９時30分～12時性別No. 指導分野 指導内容

2
3
4
5
6
7

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

男
男
男
女
女
男

男
男
男
女
男
女
男
男
男
男
男

スポーツ・趣味
人文・社会科学
音楽・芸能
芸術・文化
家庭生活・趣味
家庭生活・趣味

音楽・芸能
芸術・文化
環境
環境
産業・技術・情報
芸術・文化
芸術・文化
環境
音楽・芸能・芸術・文化
教育・学習
国際関係

●スポーツ吹矢（基本動作および体操、 姿勢）　●蕎麦打ち　●陶芸
●論語素読  ●中国古典（論語・孟子・荘子・列子・韓非子）の人間学　
●伝統ある民謡・尺八・三味線を探求し、民謡の素晴らしさや楽しさを多くの方と交流を楽しむ
●茶道（表千家）
●折紙
●気功健康法の指導　●囲碁の手引きから指導

●三味線音楽全般　●全国民謡歌唱指導、地域の民謡の歌唱および伴奏指導等
●俳句
●シカ・イノシシ等野生動物増加問題と対策　●オオカミと生物多様性
●シカ・イノシシ等野生動物増加問題と対策　●オオカミと生物多様性
●コンピューター関連の基礎知識の講義
●俳句
●将棋
●SDGs教育、 環境学習、 開発教育
●フラメンコ講習　●鑑賞（小・中・高校）　●文化に触れる
●投資信託に関する初歩的な講義　●新NISAについて
●タイ事情　●日タイ関係、JICA青年海外協力隊、国際プロトコール（儀礼）

第２・４㈰
９時～13 時
第１・３㈰
９時～1１時
第１・３㈰
９時～12 時
第２・４㈰
９時～12 時
㈯または㈰（月2回程度）
13時～17時
年間２クール（春・秋）
10 時～11時
第２・４㈯
９時～12 時

大網白里アリーナ
武道場
大網白里アリーナ
サブアリーナ

大網白里アリーナ
武道場

市柔剣道場 中学生

小学生

小学4年生
以上

小・中学生

小・中学生

中学生以上

斎藤 和男 ほか

齋藤 誠 ほか

柏山 幸一 ほか

柴本 正美 ほか

田中 幸雄 ほか

雨宮 順子

石木田 義則 ほか18歳以上

18歳以上
（男女問わず）

２
位
＝
行
川
　
叶
音
（
正
気
小
） 

３
位
＝
阿
保
　
朱
華
（
増
穂
小
）

▼
小
学
２
年
生
の
部
﹇
1.
0
km
﹈

１
位
＝
板
垣
　
美
玖
（
あ
す
み
が
丘
小
）

２
位
＝
石
田
　
蒼
依
（
鴇
嶺
小
）

３
位
＝
矢
島
　
歩
侑
（
牧
園
小
）

▼
小
学
３
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
生
田
　
瑛
万
（
太
東
小
）

※
３
連
覇
。

２
位
＝
竹
内
　
萌
香
（
土
気
南
小
）

３
位
＝
鈴
木
　
悠
羽
亜（
山
武
北
小
）

▼
小
学
４
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
石
田
　
さ
と
（
土
気
南
小
）

２
位
＝
石
山
　
芽
依
（
有
秋
東
小
）

３
位
＝
鈴
木
　
綾
乃
（
大
平
小
）

▼
小
学
５
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
鈴
木
　
サ
ラ
ン（
辰
巳
台
東
小
）

２
位
＝
鈴
木
　
仁
愛
奈（
清
水
谷
小
）

３
位
＝
小
山
田
　
奈
海（
小
見
川
西
小
）

▼
小
学
６
年
生
の
部
﹇
1.
6
km
﹈

１
位
＝
奥
野
　
結
（
太
東
小
）

２
位
＝
中
西
　
祥
子
（
成
東
小
）

３
位
＝
佐
藤
　
陽
奏
（
成
東
小
）

▼
中
学
生
の
部
﹇
2.
0
km
﹈

１
位
＝
足
達
　
結
依
（
昭
和
中
）

２
位
＝
石
川
　
未
遥
（
岬
中
）

３
位
＝
石
山
　
結
菜
（
五
井
中
）

▼
高
校
・
一
般
の
部
﹇
3.
0
km
﹈

１
位
＝
奥
野
　
千
裕
（
一
般
・
い

す
み
市
）

２
位
＝
髙
梨
　
の
ぞ
み
（
一
般
・

千
葉
市
）

３
位
＝
舩
見
　
ゆ
か
（
一
般
・
大

網
白
里
市
）

　
結
果
の
詳
細
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
大
網
白
里
ア
リ
ー
ナ

　
☎（
７
２
）
５
７
０
８

※

敬
称
略

・　 大網白里アリーナ　☎（７２）５７０８

※ スローエアロビックについては、募集人数25人で年度を通しての申し込みとなり、
６回×２クールの開催を予定しています。

※ かけっこ教室は、定員 20人で、全３回の実施を予定しています。募集については、
日程等が決定後、市広報紙およびホームページでお知らせします。

※ バドミントン教室は、３月中はすべての申し込みを受け付けし、定員数を超える場
合は参加年数が少ない方を優先させていただきます。

必要なもの 一般 学生 備考
申請書 ○○

●別表 1  申請に必要なもの

氏名・住所等が確認できるもの ○○
学生証・合格通知書等 ○
車体番号 ○○
防犯登録番号 △△

標識番号等 △△ 原付（50cc以下）・50cc超125cc以下の自動二
輪車は排気量が確認できるもの

駐輪場管理人室、市ホームページで配付
運転免許証などの本人確認書類
令和 7年度に学生であることを確認できるもの
車体に刻印されています
登録がある場合、車体にシールが貼付されています

●別表 2　利用料

問

○…必須　△…該当する区分の場合必要

▶対象＝市内在住、在勤、在学の方
▶受付開始＝３月６日㈭９時
▶その他＝月により講習日が変更とな
る場合があります

教育・学習
市民生活・国際関係

●多文化共生 （大網白里市関連）　●国際交流、 国際協力
●国際航空（国際航空路、国際航空運賃 他）

●地方華道を本格的に学びたい方への指導、教授
●福島第１原子力事故の廃炉の現状と私たちへの生活への影響について

1 男

8 男 芸術・文化・環境

申 問

　定期利用をご希望の方（継続利用者含む）
は、申請書の提出をお願いします。
▶利用期間＝令和７年４月～令和８年３月
▶申請可能な自転車等（1人１台限り）
・自転車
・50cc以下の原動機付自転車
・50cc超125cc以下の自動二輪車
(第3駐輪場のみ35台まで)
▶受付日時＝３月１日㈯～の毎日5時～21時
▶受付場所＝駐輪場管理人室（第1駐輪場内）
▶利用許可証・ステッカー交付開始
3月15日㈯
▶申請に必要なもの＝別表１
▶利用料＝別表２
▶注意事項
・市役所では手続きできません。
・年度をまたぐ申請はできません。
・50cc超125cc以下の自動二輪車で利用希
望の方は、先着35台となりますので早めの
手続きをお願いします。
・3月は受付が大変混み合いますので、時間
に余裕をもってご来場ください。

・申請書は事前に準備し、記入した上でご
来場ください。
・永田駅前駐輪場は無料です（手続き不要）。
◇駐輪場の利用について
・駐輪場内では、管理人の指示に従ってく
ださい。
・盗難防止のため必ず施錠をしてください。
駐輪場内での盗難・損傷・事故等の責任は
市では一切負いません。
・管理人は22時～翌５時まで不在となります
（4月および翌3月は、23時から翌５時まで不在）。
・利用許可票（ステッカー）は、必ず車両
後部の見やすい位置に貼ってください。また、
利用期限の過ぎたものは、車両から剥がす
ようお願いします。
・駐輪する際は、端から順に詰めて駐輪して
ください。
・駐輪場内では、危険防止のため必ず車両
から降りて移動してください。バイクはエン
ジンを停止してください。
　・　 駐輪場管理人室　☎（７３）８３０８
　 安全対策課生活安全班　☎（７０）０３８７

　豊かな経験、専門的な知識、優れた技術
等を有する方に講師登録してもらい、市民団
体からの要望によりボランティア講師として派
遣します。
　講師の指導分野、指導内容等を確認し、
興味をお持ちの講師がいる場合はご連絡くだ
さい。

令和7年度大網白里市スポーツ教室生涯学習ボランティア講師制度

令和7年度市営駐輪場の定期利用申請の受付を開始

▶注意事項
・講師の指導可能な曜日、時間、指導対象者
など、詳細は市ホームページをご覧ください。
・講師の派遣を申請できる方は、市内に在住、
在勤、在学する１０人以上の方で構成された
団体となります。
　・　 生涯学習課生涯学習班  ☎（７０）０３８０ 

№695 2025.3.17

食品ロスを意識し、食材は無駄なく使い切り、作った料理は残さないようにしましょう。　　地域づくり課環境対策班　☎（７０）０３８６問

地域包括支援センターだより
～こんにちは、在宅介護支援センターです～
　運転免許証を返納した方のきっかけは、
「80歳になった」、「家族の勧め」、「車が故
障した」などとさまざまです。
　市が話を伺った返納者の方は、できるだ
け車を手放す前に参加していた活動を続け
ているとのことです。例えば、いきいき元気
クラブ・折り紙教室・老人会・グラウンドゴ
ルフ等です。「中でもグラウンドゴルフは、
外に出て人とお話をするし、寒い中でも歩く
ので暖かくなるからお勧め」とおっしゃって
いました。健康で過ごせるように食事に気を
付けて散歩にも行っているそうです。
　返納後の交通手段は、徒歩、自転車、シ
ニアカー（購入もしくは介護保険でレンタル）、
路線バス、コミュニティバス、移送サービス
（民間事業所）の利用、家族送迎等。
　市内路線バスやコミュニティバスでは、運
転免許証を自主返納または更新せずに失効
した方に申請により発行される「運転経歴
証明書」を利用することにより、料金が半
額になります。

　警察署やバスの営業所へ行く手間はかか
りますが、片道分の交通費で目的地を往復
できるので、気軽にバス利用ができます。
※路線バスで割引を受けるためには、各営
　業所での手続きが必要です。
　高齢者の免許返納で注意しなければならない
ことは、運転をやめた後に自宅に閉じこもりが
ちになることです。外出機会が減ると、身体機
能が衰え、要介護のリスクが高まります。健康
状態の悪化を防ぐためにも、無理のない範囲で
歩いたり、身体を動かしたりする習慣をつけ、
交通手段を工夫して外出機会をつくりましょう。
　在宅介護支援センターでは高齢者の相談
に乗っています。自宅等に訪問することもで
きますのでお気軽にご相談ください。
〈在宅介護支援センター〉
・杜の街（山辺・瑞穂・大網地区）
　☎（７０）１６６６
・おおあみ緑の里（増穂・白里地区）
　☎（７３）５１４６
　 地域包括支援センター　☎(７０)０４３９

問

こちらは消費生活センターです！
―2024年度に急増―
「分電盤の点検にいきます」の電話から始まる勧誘に注意
〈事例〉 契約している電力会社に委託され
たと言う業者から「分電盤の点検をする。」
と電話があった。昨日訪問してきて、点検
後に「分電盤が古いので漏電する可能性も
ある。危険なので交換した方がいい。」と言
われた。漏電したら困ると思い、約23万円
で契約し、数日後に工事予定だ。念のため、
契約している電力会社に確認したところ「こ
の業者は当社とは関係ない。」と言われた。
不審なので解約したい。（90代男性）
〈ひとことアドバイス〉
　電話等で点検を持ちかける業者には安易
に点検させないようにしましょう。
　点検させたとしてもその場では契約せず、

十分に比較・検討しましょう。
　クーリング・オフ等ができる場合もあります。
　4年に1回の無料法定点検について日ごろ
から確認しておきましょう。
　不安や不明な点があれば、すぐに消費生
活センターに相談しましょう。
〈市消費生活センター〉
▶相談日＝㈪・㈫・㈬・㈮
※㈷、年末年始を除く。
▶時間＝10時～12時、13時～16時
▶場所＝中央公民館１階相談室
▶相談電話＝☎（７０）０３４４
　 地域づくり課市民協働推進班　
　 ☎（７０）０３４２

ガスメーターのガス遮断機能と復帰操作の手順

問

◇ガス遮断機能
　ガスを安全にお使いいただくために、ガ
スメーターにはマイコン制御によるガス遮断
機能が組み込まれています。次のような場
合にガスを自動的に遮断します。
●ガス漏れなどにより、ガスが異常に流出
したとき
●機器の消し忘れなどによりガスを連続で
長時間使用したとき
〔連続使用で遮断に至る時間の目安は以下
のとおりです〕
・大型湯沸器（24号以上）は、約20分
・大型湯沸器（20号以下）は、約40分

　　機器栓を閉じるか
運転スイッチを切り、
すべてのガス器具を止
める。

　　復帰ボタンのキャップ
をはずす。

　　復帰ボタンを奥ま
でしっかり押してから指
を離す。赤ランプが再
び点滅します。

　　約３分待つ。この３
分間でガス漏れの有無
を確認し、異常が無け
れば点滅が消えてガスを
お使いになれます。

市営ガスは、家計にも環境にもやさしい県産天然ガスを
供給しています（供給しているガス種は１２Ａです）。

ガス事業課　☎（７２）１１３１

・ふろ釜、小型湯沸器、床暖房室外機は、
約140分
・ＦＦストーブは、約260分
・ガスコンロ、ガスストーブ・ファンヒーター
は、約720分（12時間）
●感震器が大きな地震を検知したとき
●ガスの圧力が低下したとき
◇復帰操作の手順
　ガス遮断機能が働いた場合は、ガスメー
ター上部の赤いランプが点滅します。ガス漏
れの可能性もありますので、はじめにガス臭
くないか十分確認し、ガス臭くないときは以
下の手順で復帰の操作を行ってください。

※上記の操作でガスが復帰しない場合や、赤ランプの点滅が消えない場合は、ご連絡ください。

❶ ❷

❸ ❹

問

問

　このサービスは、高齢者が万が一徘徊
してしまった場合に居場所を知らせるも
ので、二次元コード付きラベルシールを
帽子や服、杖、シルバーカー等に貼って
利用します。
　徘徊を発見した方がスマートフォンで
ラベルシールの二次元コードを読み取る
と、事前に登録した家族等に発見通知
メールが送信され、保護されたことが分
かる仕組みとなっています。なお、利用

高齢者見守りサービスのお知らせ
には、市役所で登録が必要です。
▶対象＝次の要件をすべて満たす方
・本市に住民登録のある65歳以上の方
・認知症等の症状が見られる方
・家族等がメールを受信できる方
▶利用料＝無料（１人１セット30枚）
※追加購入は有料です。
▶申込方法＝高齢者支援課で申し込み
　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

申 問

　専門職への早期相談により、状態に
合わせたアドバイスや認知症に対する支
援制度の説明等が受けられますので、お
気軽にご相談ください。
▶日時＝３月14日㈮、４月11日㈮
13時 30 分～14時15分、14時 30 分
～15時15分
※予約制。
▶会場＝中央公民館２階談話室

気になったらすぐ相談！もの忘れ相談会
▶内容＝専門職（保健師、社会福祉士、
介護支援専門員等）による認知症の個
別相談
▶対象＝市内在住で、もの忘れや認知
症について不安がある方、家族、事業所
▶利用料＝無料
▶申込方法＝電話（随時受付）
　・　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

問

　認知症の方やその家族、地域住民が
誰でも参加でき、集まって楽しくお話を
したり悩み事などを共有しホッとひと息
つける交流の場です。
　「九十九里地域認知症家族の会  あん
とんねぇさ～ in 大網白里市」も同時に
開催する予定です。
※飲食の提供はありません。
▶日時＝３月13日㈭13時30分～15時

認知症カフェ　あったかスペースモクセイ
30 分
▶会場＝中部コミュニティ
センター1階会議室
▶内容＝認知症の相談、参加者同士の
交流、レクリエーション等
▶対象＝認知症の方とご家族、認知症に
関心のある方、地域の方どなたでも歓迎
　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

申 問

　はり・きゅう・マッサージ・あん摩ま
たは指圧に要する施術費用の一部を助成
します（保険診療で施術を受ける場合に
は利用できません）。
▶対象＝市内在住で75歳以上の方
▶施術所＝本市に登録してある施術所
▶助成額＝1回500円（月２回まで）
▶申請に必要なもの
利用者の本人確認ができるもの（保険証、

はり・きゅう・マッサージ等の
施術利用票を交付します

運転免許証など）
▶受付場所＝高齢者支援課、白里出張所
▶その他＝現在利用中の方で4月1日㈫
以降も引き続き利用される場合、再度申
請が必要です
※令和7年度分の利用票の交付は、3月
　24日㈪開始。
　・　 高齢者支援課高齢者支援班
　 ☎（７０）０３３２

申 問

▶対象＝次の要件をすべて満たす方
・本市に住民登録がある
・在宅で介護を受けていて要介護４・５
である
・介護保険料（１号被保険者）本人所
得段階が第１号～第５号である
※入院中または施設に入所等している場
　合を除く。
▶限度額＝月４，０００円
▶申請方法
要介護者の介護保険被保険者証を持参
※申請者は介護している家族でも可。

介護用品支給票を交付します
▶利用方法
①市から決定通知書および介護用品支
給票を郵送
②介護用品支給事業取扱店で、介護用
品支給票および介護保険被保険者証を
提示し、支給対象の介護用品を受け取る
▶その他
利用は申請の翌月になります。現在、利用
中の方は、要介護認定の期間が終了する
月および毎年3月に再度申請が必要です。
　・　 高齢者支援課高齢者支援班　　
　 ☎（７０）０３３２


